
  得  情報 “住宅エコポイント＋α”
2010（平成 22）年 3 月 8 日に申請受付が始まった【住宅版エコ
ポイント制度】。これに住宅税制等も加えた “ ＋α ” で ［住宅エ
コポイント］を最大 300,000 ポイント（30 万円）GET ！　さら
に減税効果をプラスすることで、施主様のメリット感が高まる！

http://www.jkenzai.co.jp
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意欲を高める一工夫！

●贈与税の非課税枠が大幅に拡大

　　　　　　　贈与税の非課税枠 500 万円
　　　　　　　⬇　　　　　　　　　⬇
平成22年 12 月 31 日まで　　平成 23 年 12 月 31 日まで
　非課税枠　1,500 万円　　　非課税枠　1,000 万円

◇平成 22 年 1月 1日～平成 23 年 12 月 31 日までが期限

◇ �20 歳以上の人が直系尊属（父母、祖父母など）から住宅
取得等資金に充てるための贈与を受けた場合の贈与税を非
課税とする

◇�贈与を受ける人の要件：
その年の合計所得金額が 2,000 万円以下

　※平成 22 年 12 月 31 日までに限って所得制限のない
　　「500 万円非課税枠」利用も選択可能。

◇�「暦年課税」と「相続時精算課税」のいずれを選択しても、
各制度の基礎控除等と併用できる

◇暦年課税と相続時精算課税の比較

　〈暦年課税適用の場合〉
　平成 22 年 1月 1日～ 12 月 31 日に贈与するケース
　　課税対象額＝住宅取得等資金－ 1,500 万円
　　　　　　　　　　　　　　　－基礎控除 110 万円
　　合計　1,610 万円まで非課税

　平成 23 年 1月 1日～ 12 月 31 日に贈与するケース
　　課税対象額＝住宅取得等資金－ 1,000 万円
　　　　　　　　　　　　　　　－基礎控除 110 万円
　　合計　1,110 万円まで非課税

　〈相続時精算課税適用の場合〉
　平成 22 年 1月 1日～ 12 月 31 日に贈与するケース
　　課税対象額＝住宅取得等資金－ 1,500 万円
　　　　　　　　　　　　　　　－一般枠 2,500 万円
　　合計　4,000 万円まで非課税

　平成 23 年 1月 1日～ 12 月 31 日に贈与するケース
　　課税対象額＝住宅取得等資金－ 1,000 万円
　　　　　　　　　　　　　　　－一般枠 2,500 万円
　　合計　3,500 万円まで非課税

［エコ住宅］の新築需要も期待できる
住宅取得資金の贈与に係る
贈与の非課税枠拡大

［住宅エコポイント］
がもらえる

改修後の
居住開始日 控除期間 控除率

平成 22 年

12月31日

まで

1 年
工事を行った
年分のみ適用

10％
控除対象限度額

200万円

太陽光発電設備を
設置する場合は

300万円

省エネ改修

［住宅エコポイント］
＋

［減税］

【住宅エコポイント制度】については前号『ブルズ ビジネス№
324（2010 年 3 月号）』でご紹介したので、詳細は把握してい
ただけたと思う（より詳しい内容は、住宅エコポイント事務局
公式ホームページhttp://jutaku.eco-points.jp から入手できる）。
これに【住宅の改修に係る税制】のうち［省エネ改修を行った
場合の所得税の特別控除］［省エネ改修促進税制］を活用すると、
［住宅エコポイント］＋［減税］で施主様の負担が減らせる。

改修後の
居住開始日 控除期間 控除率

平成 25 年

12月31日

まで

省エネ改修促進税制

5 年 イ .
特定の省エネ
改修工事に係る
工事費相当部分

2％
ロ .
イ以外の
工事費相当部分

1％

省エネ改修工事
を行った際に利
用した住宅ロー
ン（償還期間 5
年以上のローン
に限る）の残高
（上限1,000万円）

控除対象限度額
イ：200 万円
イ＋ロ：1,000 万円
※改修後の住宅全体の省エネ
性能が現行の省エネ基準相当
に上回ると認められる工事

●［省エネ改修］工事費用の10％を
　所得税額から控除：投資型（自己資金）減税

◇所得税額から最大 20 万円を控除
　�太陽光発電装置を設置すると、最大 30 万円を控除
　�居住者が自己の居住する家屋に一定の省エネ改修工事
を行った場合、標準的な工事費用相当額（200 万円を
上限。併せて太陽光発電装置を設置した場合は 300 万
円を上限）と改修工事費用の額のいずれか少ない金額
の 10％を所得税額から控除。

◇控除期間　1年間

◇適用要件
　①省エネ改修工事が次のいずれかに該当すること
　　ⅰ　居室の全ての窓の改修工事
　　ⅱ　ⅰと併せて行う床の断熱工事
　　ⅲ　天井の断熱工事
　　ⅳ　壁の断熱工事
　　ⅴ　太陽光発電装置設置工事
　　�※ⅰ～ⅳは、省エネ基準（平成 11 年基準）以上の省
エネ性能になるもの。ⅴは、一定のものに限る。

　②省エネ改修工事費用が 30 万円超であること
　③�増改築等工事証明書等の必要書類を添付して確定申
告すること

　④適用期間　平成 22 年 12 月 31 日まで

●［住宅の省エネ改修促進税制］：
ローン型減税

◇�平成 20 年 4 月 1 日から平成 25 年 12 月 31 日
までの間に居住者が自己の居住する家屋に省エ
ネ改修工事を含む増改築等工事を行った場合、
［住宅リフォーム・ローン減税制度］もしくは［省
エネ改修促進税制］が選択できる。

◇控除期間　5年間

◇適用要件
　①�省エネ改修工事が次のいずれかに該当し、省
エネ基準（平成 11 年基準）以上の省エネ性
能になり、かつ改修後の住宅全体の省エネ性
能が現状から一段階相当以上上がると認めら
れる工事内容であること

　　ⅰ　居室の全ての窓の改修工事
　　ⅱ　ⅰと併せて行う床の断熱工事
　　ⅲ　天井の断熱工事
　　ⅳ　壁の断熱工事
　　ⅴ　太陽光発電装置設置工事
　②�省エネ改修工事費用が 30 万円超であること
　③�増改築等工事証明書等の必要書類を添付して
確定申告すること

　④適用期間　平成 25 年 12 月 31 日まで

省エネリフォームで
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●工務店様での景気動向の推移 過去 2年間の仕事量の見通しを
ポイントで表したグラフ。

工務店様・販売店様での需要予測
　平成 22 年度第 1四半期（4〜 6 月）に向けての需要予測がまとま
った。平成 21 年度の締めくくりである前回の第 4四半期の需要予測
から比べると、工務店様段階で何と 14.9 ポイント、販売店様段階で
も 14.4 ポイントの回復予測と、平成 22 年度のスタートとしては、か
なりの回復予測の結果が得られた。
　2010 年の最初の懸念は「二番底」があるかどうか、「二番底」に入
れば消費者のマインドは更に冷え込み、住宅市場は 2009 年以上に落
ち込むとの大方の予測であったが、それを覆す結果が表れたと言って
も過言ではないと思う。
　景気の回復は相変わらず不透明と言えるが、住宅市場にとっては、
贈与税非課税枠 1,500 万円への拡大や、フラット 35S の金利を 10 年
間 1％引き下げ、そして更に住宅版エコポイント制度の政策や、投資
型減税等、住宅政策としての支援体制は整備されつつあり、この追い
風をどう活かすのかが、今後の焦点になると思う。
　地域別に見てもほとんどの地域で回復傾向が見られ、平成22年度は
この第1四半期のスタートが住宅市場にとっての最大のカギと言える。

主要メーカー様による販売予測
　下記で示す通り主要メーカー様の販売予測についても、10％未満で
はあるが増加傾向との予測が多く、もちろん大幅な回復とまではいか
ないが前回の平成 21 年度第 4四半期と比べると減少傾向への予測は
かなり減ってきている。この傾向を我々は何とか今度こそ上昇気流に
乗せたい。
合　　板　：　増加予測 32.2％　前年並予測 43.4％　減少予測 24.4％

木質建材　：　増加予測   8.0％　前年並予測 16.9％　減少予測 75.0％

窯業・断熱：　増加予測 12.5％　前年並予測 42.0％　減少予測 45.5％

住設機器　：　増加予測 19.3％　前年並予測 25.0％　減少予測 55.7％

リフォームの現状
　前回に引き続き工務店様における仕事量に占めるリフォームの割合
についてのアンケートを行った。工務店様の仕事量の中でリフォーム
が 25％位との回答は前回より減少したが、26％〜 50％が　リフォー
ムとの回答は 1,100 件を超え、半分以上がリフォームとの回答もかな
り増加傾向にある。
　新設の住宅着工に期待が出来ないなかで、今後のリフォームに対す
る仕事量は住宅版エコポイントの政策もあり、かなり期待できると考
えられる。工務店様におけるリフォームの 1物件当りの売上は、51
万〜 100 万位との回答が相変わらず多いが、100 万以上の高額リフォ
ームの件数は、確実に増加している事も見逃せない点と言える。

●工務店様での需要予測
「増加」「微増」「前年並」「微減」「減少」の
中からお選び頂き、総回答数よりそれぞれの
割合を算出致しました。単位は、「％」とな
ります。

１位 クリンレディ
ラクエラ

キッチン

2 位
3 位

１位 La・BATH
サザナ

ココチーノ Sクラス

ユニットバス

2 位
3 位

１位
その他
Nクラレス

フロアー

2 位
3 位

１位 モエンＭ 14・Ｗ 14
モエンエクセラード
エクセレージ

外装材

2 位
3 位

１位 ＲⅢシリーズ
ハウスキット  アトリア

リビエ

造作材

2 位
3 位

●最近の売れ筋商品
　（全国）

北海道	 174
東　北	 299
関　東	1,049
甲信越	 217
北　陸	 59

中　部	 220
近　畿	 285
中　国	 181
四　国	 102
九　州	 367

有効回答数
全　国 2,953

平成 22 年度第 1 四半期（4 〜 6 月）見通し
　調査の目的
　�この調査は、ジャパン建材㈱の
お取引先における販売動向及
び、景況判断を把握し、今後の
適切な販売指針に資することを
目的として実施しました。

　調査の時期・方法
　�この調査は平成 22 年 1 月下旬
から 2月中旬までを調査時点と
して、お取引先 3000 社に面接
調査を行い回収したものを一括
集計したものです。

※通商株式会社、株式会社ミトモク、物林株式会社にも調査依頼をしております。

J K 情報センター

リビングステーション
Sクラス

一般カラーフロア
（ミラージ）系

平成 22 年度  第 1 四半期
平成 21 年度  第 1 四半期
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大久保　私どもをご愛顧いただき、また、
沖縄ジャパン建材会会長としてもご尽力
を賜り、大変お世話になっております。
小山　沖縄ジャパン建材会総会を 2 月に
開催し、地元活性化という今後の課題も
あって、前向きに力を合わせて頑張って
いこうという意思統一が図れました。
大久保　その席でも報告させていただき
ましたように、この 4 月よりジャパン建
材沖縄㈱をジャパン建材㈱と統合します
が、これによって沖縄のお客様との関係・
お取引方法・サービス内容等が変わるこ
とは全くございませんので、今後とも引
き続きよろしくお願い申し上げます。
　このトップ対談は、全国各地の住宅建
材販売店の社長様と意見交換すると同時
に、全国でご商売されているお客様にヒ
ントになる成功事例等もご紹介しようと
始めたもので、30 年近く続けております。
また昨年 4 月からは、私どもの仕入先様
であるメーカー各社の社長様にもお願い
し、住宅建材の新しい潮流や将来展望等
のお考えをお伝えする企画も加えて内容
の充実に努めております。
　本日は、お客様の視点から忌憚のない
お話を伺わせていただければと存じます。

昭和 25 年創業

大久保　昭和 25 年のご創業ということ
は、今年で 60 年になりますね。
小山　おかげさまで建材販売店を始めた
のは沖縄県では古く、時代とともに業態
を少しずつ変えながら続けています。
　創業当初は合板製作も手掛けていまし
たので、私が子供の頃、動かしてはいま
せんでしたが、プレス機がありました。
大久保　現在の社名にされたのもご創業
者ですか。
小山　はい。会社設立する際に将来的に
は他の商売を始めることもあるだろうか
らと、敢えて○○建材店、○○材木店と
いう名前にはしなかったそうです。
　沖縄の言葉、ウチナーグチで「チャー」
は「沢山」、「ジン」は「お金」のことで、

「チャージン」は “ お金が沢山ありますよ
うに ” という意味になるんですね。そん
な言葉遊び、ユーモアも社名に盛り込ま
れています。
大久保　ウチナーグチがわかる地元の人
が思わず微笑むようなユーモアですね。
小山　祖父は「いつも笑いをもとうよ」
という考えで、店先にある犬小屋にも

「KEN（犬）NEL（寝る）」の看板を付け
ています。これも英語の KENNEL（犬小
屋）と日本語の語呂合わせです。

大久保　そうでしたか。非常にインパク
トがあって良いアイデアですね。
小山　那覇から北へ行くにも、北から那
覇へ入って来るにも必ず通る国道 58 号
線の交差点にあるので、「茶甚」という
会社を知らなくても「KENNEL」の看板
は皆さんご存知で、営業に伺って会社の
場所を説明するのにとても便利です。

沖縄仕様は住宅も RC 造り

大久保　沖縄の住宅というと木造の戸建
て、漆喰で止めた瓦屋根にシーサーを載
せているイメージがありますが、そうし
た住宅は、今はほとんど見られませんね。
小山　暑さをしのぐ風通しの良さが基本
で、戦前は柱組みの上に屋根を載せた平
屋でしたが、戦争で建物がなくなり、戦
後は米軍住宅に習った鉄筋コンクリート
住宅が大ブレイクしました。湿気が多く
雨も多い、塩害もある、台風も襲来する、
木を暴露するには悪い条件が重なるた
め、伝統的な民家は減りました。ですか
ら、コンクリートで包んだ建物の内部に
木質建材をふんだんに使うのが現代の沖
縄の住宅です。
　ジャパン建材さんでも沖縄グレードの
フローリングをもっていらっしゃるよう
に、“ 沖縄はフローリング天国 ” とも言わ
れるほど無垢の床材を大量に使います。
大久保　そこが沖縄の大きな特色ですね。

小山　人口比で床材の使用量は日本一、
型枠用合板の流通量も東京、大阪、愛知、
福岡に次いで沖縄は 5 番目です。
　沖縄で使われる住宅建材は本土とは大
きく違いますし、チームとして動く工務
店の概念がありません。鉄筋、型枠、セ
メント、内装、窓工事、水廻り機器設置、
電気工事の業者さんが完全に独立してい
て、まとめ役が建築業の方々です。

需要に応える豊富な品揃え

大久保　茶甚さんとのお付合いの歴史を
紐解くと、段谷産業が沖縄進出する際の
代理店から始まり、その後のダンタニ建
材からジャパン建材へと繋がっていま
す。100 社を超える私どもの沖縄県のお
取引先様との関係づくりにも貢献してい

ただき、感謝しております。
小山　代理店当時は、壁板やプリント合
板が大量に出ていましたね。私はまだ子
供でしたが、10t トラックにプリント合
板が満載されて運ばれて来ることもあり
ました。段谷産業さんは和室部材にも強
みを発揮されていましたが、建築様式の
変化で和室が減り、壁板が石膏ボード・
クロスの需要に変わってきました。
大久保　幅広い品目を揃えていらっしゃ
る、これが茶甚さんの大きな特色ですね。
小山　おかげさまで合板についてはあら
ゆるサイズ、特殊なものも全て揃え、突
き板の品目も多いほうだと思います。
　沖縄の一般的な建材店さんとは少し内
容が違い、アクリル板やポリカーボネイ
ト板などの樹脂系のもの、カッティング
シートなど看板用材も揃えています。
　時代が変わっていくなかで、新しい商
材を積極的に取り入れていきたいと思っ
ていますので、ジャパン建材さんが東京
ビッグサイトで年 2 回開催される展示
即売会『ジャパン建材フェア』で情報収
集ができるのは特に有難いです。もちろ
ん総合カタログにも掲載されているもの
ではありますが、印刷物では目に留まら
なかったものも、実際に展示場で見てい
ると「こんなものがある！　これは使え
る！」と、発見があります。

大久保　ありがとうございます。
小山　私どもは建材の販売だけでなく、
“ 情報屋 ” としての機能を発揮しなけれ
ばなりませんので、「百聞は一見に如か
ず」で新しい情報の入手に、また、各社
の新商品を実際に目にすることができる
絶好の機会としても、おおいに利用させ
ていただいています。
大久保　私どものフェアはお客様に展示
即売することと、もう一つは最新の情報
を発信して今後のトレンドを実際に見て
触れて感じ取っていただけるようにと開
催しているものなので、今のようなお話
を伺うと、大きな励みになります。
小山　この業界には、使い慣れたものを
変えたくないという保守的な一面もあり
ますが、時代が変化していくなかで、進
歩的な考えをもっていらっしゃるお客様
に新しいものを見ていただいて、私達も
お客様の仕事が増えていくような後押し

ができるように変わっていかなければな
らないと思っています。ですから、私自
身も、社員も、しっかり勉強してこよう
という意気込みで『ジャパン建材フェア』
には欠かさず出かけています。

全国でも稀な人口増エリア

大久保　今、沖縄一の産業は観光ですか。
小山　それが理想ではありますが、まだ
まだ公共工事への依存度が高いです。
大久保　沖縄の人はとても親しみやすい
ので、年金生活に入ったら、冬は沖縄に
住むのも良いかなという話が出ます。
小山　それをビジネスチャンスにという
動きもあり、長期滞在型の高齢者向け賃
貸住宅を始める方もいらっしゃいます。
大久保　各県で新設住宅着工戸数が 3 割、
4 割ダウンしていますが、沖縄の落ち込
みは数パーセントに留まっていますね。
小山　住宅建設ラッシュもまだ 5 年くら
いは続くだろうと思います。といいます
のも、沖縄は全国で数少ない人口が増え
ている県で現在の人口 120 万人。人口が
多いことは沖縄の大きな強みになります。
　ただ、沖縄県の新設住宅着工戸数の 8
割は 3 階建てや 4 階建ての集合住宅で東
京並み。県民の 8 割が沖縄本島南部の糸
満市から沖縄市までの一帯に集中してい
る日本一の超過密地域で地価が高く、一
般のサラリーマンが那覇中心から車で 1
時間圏内で戸建て住宅を買うのは不可能
です。それが賃貸用集合住宅の需要を伸
ばす一因にもなっています。
大久保　リフォームはいかがですか。
小山　あります。中国の家づくりに似て、
RC 造りで構造部分は長持ちしますが、築
30 年を過ぎたマンションなどで 1 棟丸ご
と構造はそのままで内装のリフォームを
する大規模なケースもあります。
大久保　それもビジネスチャンスですね。
小山　第二次世界大戦中の人口が約 40 万
人、その半数近くが戦争で亡くなって人
口が激減しました。戦後復興、本土復帰
後も大変ではあったのですが、目まぐる
しい変化に順応してきた県民性ですので、
これからもアンテナを張って絶えず変化
を敏感にキャッチしながら、新しい情報
が入手できる機会を有効に活用して、将
来にわたって安心して勧められるものを
厳選してお客様にご提案し、無理しない
で商売を続けていきたいと思います。
大久保　私どももご商売のお役に立つ商
材のご提案と最新情報の発信に努めて参
ります。
　お話、ありがとうございました。

株式会社  茶甚（チャジン）

〔会社概要〕
会社設立　1968（昭和 43）年
本　　社　沖縄県那覇市天久 1107
資 本 金　4,500 万円
年　　商　6億円（2009 年）
従業員数　13 名
創業者は、戦前、農業指導員として三重県伊勢
市から沖縄に渡った現社長の祖父・小山松美
氏。三重県庁勤めから国家公務員の農業指導
員となり、国頭郡国頭奥で茶栽培を指導、沖
縄銘茶の誕生に貢献する。1950（昭和 25）年、

沖縄の復興に不可欠だった建築・住宅資材販
売に着手、実家が伊勢神宮参道で開いていた
茶店「伊勢茶甚」の名に因む「茶甚ベニヤ商会」
を創業、1968（昭和 43）年に「株式会社茶甚」
を設立した。
2代目社長は現社長の実父・小山松太氏。沖縄
を代表する書家の雲石氏のもとへ通い、同社
ロゴタイプの元になった「書」を書いてもらっ
たという粘り強さで沖縄県に不可欠な多品種
の品揃え体制を確立。3代目を継いだ現社長は、
大きく変化する時代と需要に応える最新情報
入手を率先垂範して提案力を発揮。業界・地元
の活性化にも努める。

代表取締役

小山  幹太  様
〔プロフィール〕
1975（昭和 50）年、沖縄県那覇市に生まれる。
高校を卒業後上京して大学に進学。卒業後は住
友ベークライト㈱に入社、プラスチック製品の
販売に携わる。2001（平成 13）年に帰郷、㈱茶
甚入社。2010 年、正式に代表取締役となる。

自分自身が納得し、安心して勧められるものをお客様にご提案しています。

トップ対談

　こ　やま　　 よし    たか
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ご相談・お問い合わせは、
各地の「JK サポートセンター」へ、
お電話ください！

〈本部〉東京都江東区新木場 1–7–22　
　　　   新木場タワー 11 階
　　　   電話　03–5534–3713 

「JK サポートセンター」ネットワーク

JK 北海道サポートセンター
電話　011–837–1888

JK 東北サポートセンター
電話　022–284–2769

JK 関東サポートセンター
電話　027–361–1934

JK 首都圏サポートセンター
電話　042–367–0441

JK 首都圏 1サポートセンター
平成 22 年度開設予定

JK 関西サポートセンター
電話　06–4702–8111

JK 中部サポートセンター
電話　052–758–6877

JK 九州サポートセンター
電話　092–761–7111

JK 中四国サポートセンター
電話　082–250–5051

JK 木構造グループ  ㈱キーテックが「住宅・木材振興表彰林野庁長官賞」の栄誉に輝く
近年の資源ナショナリズムが台

頭するなか、国産材利用の促進

が国内メーカーの重要な使命に

なっていることから、キーテッ

ク㈱は、創業以来のパイオニア

精神を発揮して国産の間伐材や

B 材を原料とした大断面 LVL の

実用化を果しました。その製造

技術開発・利用普及実績が高く

評価され、財団法人日本住宅・

木材技術センター主催の「2010

年住宅・木材振興表彰」林野庁

長官賞を受賞しました。

● 高性能の木造を実現する製品群

㈱キーテックは、創業以来 50 有余年、“ 樹（木）
をテクノロジーする会社 ” として、木材・合板の有
効利用に取り組んでいます。
1991 年、木更津市木材港に第一 LVL 工場を建設。
以来、唯一の国産構造用単板積層材 LVL メーカー
としていち早く『キーラム』を製造販売し、日本で
の構造用 LVL 普及におおきく貢献してきました。
また、高性能木質住宅の床組・小屋組に最適な木質
複合軸材料 I − Joist『キーラムジョイスト』や、充
分な構造強度で自由度の高い開口を実現する『キー
ラム耐震開口フレーム』の生産・普及にも努めてお
ります。

● 一般住宅から公共建物まで
　 広範な活用分野

〈構造用 LVL『キーラム』の大きな特徴〉
① 優れた曲げ強さ
② 完全乾燥材
③ 防腐・防蟻処理が容易
④ 長尺通直材が得られる
⑤ バラツキが少ない材料
これら優れた特性を生かした一般住宅、狭小地住宅、
事務所、店舗、遊興施設、介護施設、研修所、集会所、
弓道場、さらに学校・公民館・武道場などの大断面

構造建築物が、続々と建てられています。
建築家・山代悟先生のご協力を得て実現した LVL
を使った住宅工法『HOUSE H』は、LVL の積層を
生かした意匠性とどっしりとしたイメージ、かつ環
境に優しい住宅ができるものです。また、国産材活
用の LVL 造作材『エコパネル』のフローリングも、
去る 2 月に東京ビッグサイトで開いた『第 23 回ジャ
パン建材フェア』会場に展示して実際に体感いただ
いて、皆様の注目を集めました。

HOWTEC　財団法人日本住宅・木材技術センター主催「2010 年
住宅・木材振興表彰」林野庁長官賞受賞 3団体、国土交通省住宅
局長賞受賞 3団体、㈶日本住宅・木材技術センター理事長賞受賞
4団体の受賞評価内容のトップに紹介された㈱キーテック。

　3 月 10 日・11 日の 2 日間、『第 12 回北海
道ジャパン建材フェア』がアクセス札幌にて開
催され、多くのお客様にご来場頂きました。
　JK 北海道サポートセンターでは、会場内の
ブースにて【住宅版エコポイント制度】の説明・

【長期優良住宅】の説明・【フラット 35】の説
明などをお客様に対して個別で行いました。併
せて、会場内でオープンセミ
ナーブースを設けて、2 日間で
合計 6 回セミナーを行いました。
　【住宅版エコポイント制度】
については、メーカー様とのコ
ラボレーションでセミナーを行
い、【フラット 35】については
住宅金融支援機構様とのコラボ
レーションでセミナーを行いま
した。私共 JK サポートセンター
の説明も行いました。その中で
も、とりわけ【住宅版エコポイ

ント制度】につきましてはお客様の関心が高い
ようで、セミナー会場には立ち見が出るほどで
した。
　全国の JK サポートセンターでは、今後も様々
な側面でお客様のご期待・ご要望にお応えでき
るよう活動を行って参りますので、よろしくお
願い申し上げます。

JK 北海道サポートセンター
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JK 木構造グループ  ㈱キーテックが「住宅・木材振興表彰林野庁長官賞」の栄誉に輝く ご存知ですか？
『雨漏り検診士』

建物の維持保全、なかでも雨漏り事案は、その原因に
なっている雨水浸入箇所を的確に特定して適切な処置
を施すことが決め手になる。

従来広く使われてきた雨漏り検査方法としては「散水試
験」がある。この方法は、漏水現象の再現は可能だが、
的確に雨水浸入箇所を特定することは極めて困難、かつ
誤診を招くおそれがあった。
この課題を克服するための新たな雨漏り検診技術とし
て amaken（一般社団法人雨漏り検診技術開発研究所）
によって開発されたのが『雨漏り検査方法及び装置の特
許』＋『雨漏り検査結果報告書記載印刷物の実用新案』
による［雨漏り検診方法］で、雨漏り検知率を飛躍的に
アップした。

amaken は、雨漏り事案に関する調査診断技術の研究開
発をはじめ、雨漏り検診事業者の支援と専門的な知識
を有する技術者の育成を推進し、建築業界の新たな検査

（インスペクション）分野の構築を目的に 2009 年に発
足。雨漏り検診活動は極めて公共性が高いとの認識に基
づき、中立な立場を遵守して業務を遂行し、良質な住宅
の流通促進と住環境整備計画の構築に貢献すると共に、
雨漏り被害から財産を守り、無駄な費用の発生を防ぎ、
資源の節約に寄与することを活動方針としている。

『雨漏り検診士』とは、amaken が開発した［雨漏り検
診方法］に基づく精度の高い雨漏り検診を遂行できる専
門的知識を有する人材。『雨漏り検診士資格』を取得す
るには、建築に携わる全ての人を対象に実施される講習
会を受講し、資格認定試験に合格しなければならない。
認定資格は、専門的知識と検診技術の習得レベルによっ
て「一般」「上級」「特務」の三段階に分かれるが、定期
的なセミナー等でスキルアップができる。

『雨漏り検診士』についての詳しい情報は
amaken ホームページでご確認ください。
http://www.amamori-kenshin.com

JK 木構造グループ
JK 木構造グループのメンバーは、LVL の㈱キー
テック、大断面構造用集成材の秋田グルーラム
㈱、環境テクノロジーの物林㈱、総合住宅建材
卸のジャパン建材㈱。私たちは、地球環境と人
に優しい住まいづくり・街づくりに役立つ優れ
た木質建材の普及に努めています。
JK 木構造グループについては、WEB サイトで
も情報を発信しています。

● 時代の要請は “ 木造 ”

㈱キーテックは、二酸化炭素排出量削減と、日
本の林業・木材産業の活性化にもつながり、地
球環境に優しい木造住宅づくりにも役立ててい
ただけるよう今日までの実績を 1 冊のパンフ
レット『キーラム木造施工集』にまとめました。

この機会にぜひ住宅建材販売店・工務店の皆様に
もじっくりご覧いただくことを願っております。
一般住宅はもちろん、義務付けの方向に進んで
いる公共建築物等の木造化にも活用できる構造
用 LVL『キーラム』の多彩な活用法をぜひこの
機会に皆様に知っていただければと思います。
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話
題
の
商
品

地球温暖化対策として関心が高まる “ 再生可能
な資源 ” の活用につながる木質建材。コルク樫
の樹皮を原料に作られるコルクもその一つ、人
にも、地球環境にも優しい建材だ。

●エコマーク認定商品
コルクは、植林木であるコルク樫の樹皮で、
親木から剥すと羊の毛のようにまた再生し、9
年ごとに 10 数回にわたって収穫できる。樹皮
からはまずワインの栓が生産され、その残材
を粉砕して出来たコルク粒からコルク建材が
作られる。

このため東亜コルクの製品は、エコマークの認
定商品になっている。

●バリエーション豊富なシート状で用途も多彩
『ロールコルク』は細かなコルク粒を固めてシー
ト状にして巻いたもので、厚みは 2㎜、3㎜、5
㎜、幅は 450㎜、915㎜、1000㎜、1200㎜と
サイズのバリエーションを取り揃えている。
このため、横長一枚仕立ての掲示板やリビング・
ダイニング用のメモボード、内装下地など、公
共施設から一般住宅までさまざまな用途に対応
可能な多目的商品として話題を呼んでいる。
またご注文は、長さ 1m 以上なら、10cm 単位
にて無料でカットして出荷。販売方法のフレキ
シビリティでも人気を集めている。

人にも、地球環境にも優しい建材
topacork の『ロールコルク』 東亜コルク株式会社

【住宅版エコポイント】の申請も始まり、住
まいを eco の視点から見直す機運が高まりを
見せるなか、給湯設備の高効率化に注目が集
まっている。一段と高い沸き上げ効率と保温
力の『ダイキンエコ
キ ュ ー ト  X シ リ ー
ズ   E Q X 3 7 L F V ／
EQX46LFV』 は、 業
界№ 1 の省エネ性＋

「エコ確認機能」「BGM
機能」「入浴体操ナビ」
など快適機能も満載。

●独自の技術を満載して
　省エネ№ 1 の年間給湯効率「APF3.8」を達成
お湯の保温性能を向上させる「真空断熱材」、

中間温度層のお湯を使い沸き上げ効率をアップ
する「湯とり回路」など、沸き上げに、保温に
給湯にダイキン独自の技術を結集。業界№ 1 の
省エネ性で年間給湯効率「APF3.8」を達成した

（2010 年 1 月 20 日現在 EQX37LFV において）。

●省エネ＆快適機能満載の「フルナビリモコン」
台所や浴室に設置するリモコンは、業界初のフ
ルドットカラー液晶。液晶が見やすくなったの
はもちろん、使い方でさらに省エネになるよう
にナビゲートしてくれる「エコ確認機能」を搭
載している。

「エコ確認機能」は、お湯の出しっぱなしや、
長時間のお風呂保温など、気づきにくいムダを
お知らせ、ワンポイントアドバイスをしてくれ
る。さらにはアドバイスを実施した際の節約効

果まで教えてくれる。
また、浴室に音楽プレーヤーを持ち込むことな
く、台所リモコンに音楽プレーヤー等を接続し
て浴室リモコンから音楽が聴ける「BGM 機能」、
健康づくりを応援する「入浴体操ナビ」。近年
流行している半身浴もワンタッチで低水位を湯
はりするモードを搭載。快適バスライフ機能を
満載している。

●シャワーもキッチンも
　たっぷりのお湯がうれしい「高圧給湯」
給湯圧力は従来に比べ約 1.8 倍のアップ。気持
ち良いたっぷり湯量のシャワー、湯はり時間も
大幅に短縮された。

ダイキンがつくる、業界 No.1 の年間給湯効率「APF3.8」
『ダイキンエコキュート   X シリーズ   EQX37LFV ／ EQX46LFV』 ダイキン工業株式会社

問い合わせ先：ダイキンコンタクトセンター TEL  0120（88）1081
ホームページ：http://www.daikinaircon.com/
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イチ押し

TOTO ▶水平方向と垂直方向に旋回する 2 つの水流を
組み合わせて汚物を押し流す仕組みで「大」の洗浄水
量を 4.8 リットルに抑えた新洗浄方式「ツイントルネー
ド洗浄」採用のタンク内蔵型トイレ『GG』を 4 月 1 日
発売。／ 2017 年度までに海外工場の生産能力増強・
国内設備の更新などに 2,600 億円〜 3,400 億円投資
すると発表。／旋回水流で体を刺激する「ハイドロハ
ンズ」機能、首・肩周辺に滝のようにお湯を注ぐ「肩
湯」機能を設けた高級浴槽『スーパーエクセレントバ
ス』の 3 月 26 日発売を発表。／「エアイン技術」を
搭載し、従来製品に比べて使用水量を 2 割以上減らせ
る節水シャワーの 4 月 1 日発売を発表。／ 2 月末まで
に全国ショールームで YKKAP 製内窓の商品サンプルを
設置、内窓のエコリフォームで得たポイントを自社水
廻り設備購入へ。／『ピュアレスト』『レストパル』『Z』

『QR』などの今年 8 月に出荷分から順次、洗浄水量 4.8
リットルへ。
ダイキン工業▶同社製空調を使っていない事業所でも
利用できる、複数拠点のエネルギー利用量を集計・管

理するのに必要なソフトウエアを『ENE・FOCUS（エネ・
フォーカス）』の名称でインターネット上から貸与する
ASP 方式のサービスに 4 月から参入、【改正省エネ法】
の施行で生まれたエネルギー管理市場で企業向けビジ
ネスの範囲拡大へ。
中国サンテックパワー▶発電効率を 14.9％に高めた太
陽光発電パネルの新製品を日本市場に投入。
東京ガス▶日立アプライアンスと共同で二酸化炭素排
出量を従来システム比 34％削減する業務用冷暖房シス
テムを開発と発表。／ガス給湯器に太陽熱温水器を組
み合わせた製品を発売。
東京電力▶太陽熱機器メーカーと共同開発したシステ
ムの販売開始。
パ ナ ソ ニ ッ ク 電 工 ▶ 除菌・消臭効果のある微細イ
オン「ナノイー」発生装置内蔵の除湿乾燥機『F −
YHFX120』の 4 月 1 日発売を発表。／マツダ向けに次
いでトヨタ自動車グループ向け「ナノイー」発生装置
の供給開始を発表。／ LED（発光ダイオード）照明を
軸に成長戦略へ。
ノーリツ▶ 2011 年から太陽光発電パネルの自社生産
を開始、市場拡大に合わせて自社ブランド品投入。
福井コンピュータ▶自治体発注の工事で環境対策が入
札時の指標になるケースも多いことから建設会社から
の需要を見込み、建設機械の使用台数などを入力する
と、土木工事で排出される二酸化炭素の排出量が自動

予測できるソフトを開発し、発売。
JK ホールディングス▶環境意識の高まりで二酸化炭素
排出量の少ない木造の需要が伸びると判断、コンビニ
エンスストアの店舗など民間建築物にも木造を提案、
住宅以外を対象とした木造建築事業に注力。
シャープ▶大阪府堺市で最新技術を使った薄膜型太陽
電池「トリプル」の新工場を 3 月に稼動。
トステム▶ 3 月 8 日から申請受付開始の【住宅版エコ
ポイント】に先行して 3 月 1 日から窓設置・交換と他
のリフォームを同時に申し込む人対象に抽選で国内旅
行が当たるキャンペーンを実施。
大建工業▶ TOTO・YKKAP と共同で大阪市中心部の梅
田阪急ビル　オフィスタワー 20 階部分で大規模ショー
ルーム開業、環境配慮型商材の提案、住宅リフォーム
需要を掘り起こす。
住生活グループ▶【住宅版エコポイント制度】の本格
開始でリフォーム関連特需への期待感の高まり、同社
M ＆ A（合併・買収）への積極的取組みが評価され、
株価高値圏で推移。
東芝キヤリア▶温水・冷水を同時に作る次世代ヒート
ポンプ機器や、調理中などの排熱を有効活用する技術
を核とするエネルギー循環型厨房システム事業に参入、
販路開拓専門組織を設置へ。
イトーキ▶ジャスダック上場企業で実験機器製造のダ
ルトンとの資本・業務提携を発表。

業 界 2010年 2月 16日〜 3月 15日

インデックス

ブルズカラーのオレンジテープ（中粘着）に加え、
アップルテープ（強粘着）レモンテープ（弱粘着）
が新登場！
強・中・弱３種類の強さをラインアップ。環境に配慮したノントルエンタ
イプ。
今までにない柔らかい特殊基材は柔軟性が高く凹凸にも馴染みやすく、浮
き・剥がれが起こりにくい。各々異なる環境条件、施工条件、被着体に豊
富な粘着バリエーションでご提案。
糊のこりがしにくく、被着体を傷めにくいブルズの優れた養生テープ。
注意：無垢材・白木・無塗装材・塩ビ素材・ウレタン塗膜・大理石・家具
などには十分注意と、予め試験をお薦めします。

養生テープブルズオリジナル



　平素はお得意様をはじめ関係各
位の皆様には格別なるご厚情を賜
り心より感謝申し上げます。

　木更津営業所は千葉県房総半島
の中央部、東京湾に面した木更津
市を拠点に房総エリア全域をテリ
トリーとし総勢 10 名にて地域の
お客様のお役に立てるよう地元密
着の営業に日々努力しております。
　当該エリアはここ数年、地域経
済としては非常に厳しい状態が続
き住宅着工数も伸び悩んでおりま
したが、昨年よりの東京湾アクア
ライン通行料金の値下げ等の効果
により徐々にではありますが人口
も増加傾向にあり活気が戻ってき
ております。
　また木更津周辺エリアにて新た
に大型ショッピングモール、アウ

トレットの出店も決まっており商
業地域としての発展も期待されて
おります。
　地域の各自治体においてもアク
アライン利用のアクセスメリット
による工業団地への企業誘致、観
光資源の活用等積極的な政策を実
施しており官民一体にて地域の活
性化を進めております。
　皆様方も観光にお出かけの際は自
然の恵み豊かな食の宝庫房総半島に
是非お越し頂ければと思います。

　さて住宅産業全般としては昨年
来の新築着工数の減少によりまだ
まだ予断を許さぬ状況ではありま
すが、3 月より受付がスタートし
た『住宅版エコポイント制度』も
ユーザーの関心を集め、その他数々
の政策等により建築業界としては
追い風が吹き始めております。当
営業所と致しましてもこの好機を
逃さぬよう地域の販売店様、工務
店様と協業して新規物件の獲得に
努力して参る所存で御座いますの
で皆様方には今後とも益々のご高
配を賜りますよう宜しくお願い申
し上げます。

ジャパン建材株式会社
東日本グループ
首都圏第一営業部

木更津営業所

JK グループネットワーク

所長　小花　聡　 　好調な出荷状況も需要環境の改善
がないことで、輸入関連商社、国内
針葉樹メーカーの思惑通りよりも値
戻しの浸透にやや時間を要していた
が、大手メーカーの市況対策強化に
よって価格に動きが出始めている。
　新設住宅着工戸数には大きな変化
はないが、首都圏中心にビルダーの
着工増加、滞っていたマンションの
工事再開など、今まで聞けなかった
期待値の大きな話題が聞こえ始めて
いる。このことを踏まえ今期は、新
設住宅着工戸数には表れない物件の
増加が増えることになる。
　国産針葉樹合板は、メーカーの価
格提示が早すぎた段階で提示された
ため、価格的には一見踊り場の市況
感になっていた。但し、原木価格の
上昇によって、一部のメーカーを除
きコストが上がっており、国産原木
を多く利用しているとはいえ、依然
として売価とコストが大きく乖離し
ていることには違いない。決算期の
安値が出やすい環境もあり、価格は
流動的になりかねない不安定な状況
になっていたが、大手メーカーの半
ば強引な値戻し策により、一気に市
場は引き締まりを見せている。また、
各針葉樹合板メーカーは下地関連商
品のシェア向上は当然のことながら、
フロア台板や型枠合板などの用途開

発に対する取り組みを強化し、供給
に過剰感のある生産量の改善を進め
ている。
　また、輸入合板はマレーシア大手
シッパーの二度に渡る日本へのオ
ファーの見送りによって、供給が絞
られ欠品などが出ている。但し、一
時よりはアイテムによって埠頭在庫
の改善が見られ、問い合わせも落ち
着きを取り戻している。今後も入荷
量は当面増加傾向になりにくく、そ
の時期と内容によっては再び市況に
影響を及ぼしかねない不安定な状況
が続く。現地の価格は未だ上昇して
おり、国内価格の上昇が進まなけれ
ば、需要増加が囁かれている 6 月以
降の入荷量に支障が出ることも考え
られる。
　弊社が継続して調査を行っている
需要動向調査において、4 月以降の
需要の回復が期待できる数値が出て
いる。単純な右肩上がりの市況とは
いかないが、一戸当たりの合板使用
量の増加傾向など、厳しい価格が持
続したことによる恩恵もあり、多少
の需要増でも合板については価格面
も含め、数値以上の期待が持てる。
今期は合板取り扱い各社が久しぶり
に前年比を上回る販売額を現実化す
ることになる。

合板部　部長　内藤裕之

【 晴 】

合 板 天 気 図

〒 136-8405　東京都江東区新木場 1-7-22
TEL:03-5534-3711（代）　FAX:03-5534-3855（代）
URL:http://www.jkenzai.co.jp

ジャパン建材株式会社  JK 情報センター
JK お客様
センター 土曜日・日曜日・祝日・年末年始・夏季休暇は、受付を休ませていただきます。

お聞かせ下さい。お客様の声！
企画
発行
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